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「聖空間」

　新型コロナウイルスと向き合う生活も３年目となりました。当たり前
と思っていた日常は、有り難いことであったと気づかされましたが、現
在３歳の子にとっては、この現状が生まれたときからの日常です。
　心も体も成長が著しく、自己肯定感を育みたい乳幼児期に、一人ひと
りを大切に保育していくことは、どのような状況であっても絶対に守ら

なくてはなりません。抱っこすること、
ぎゅっと抱きしめることは必要不可欠で、
当然「密」は避けられません。
　当園では、園児のマスク着用は推奨して
おらず、お子さんはほぼノーマスクですが、
保育者はマスク姿です。表情が見えにくい
ことによる影響を考え工夫して対応に当
たったり、コロナ前と同じように行えなく

なった行事を大幅に変更したりしながら保育を行っています。地元を親
子で歩くウォークラリーなど、新しい行事も生まれました。苦慮するこ
とも多いですが、それは自分たちの保育を見つめ直し、新たな発想を生
み、保育者が考えを深める大切な時間でもありました。
　保育の研修もオンラインが主流となったため、多くの職員が自宅から
参加できるようになり受講の機会も増えました。先日、真城義麿先生の
講義で、「聖空間」という言葉を教えていただきました。私たちの園のホー
ルには阿弥陀様がいます。阿弥陀様の前「聖空間」は、だれもが無条件
に尊く、上下・優劣・主従等が無い場所であるということです。子ども
もおとなも、保護者も園長も新任保育士も、阿弥陀様は、「そのままの
あなたでいいよ、今を精一杯生きてください」と、言ってくださってい
るのでしょう。
　誰にとっても安心できて居心地がよくワクワクする楽しい保育園「聖
空間」であることを、これからも大切に考えていきたいと思っています。









 












